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ハ 彳・ル

く
特
殊
な

問
題

領
域
で

は

な
い

。

女
性

研
究
者
や

ジ
ェ

ン

ダ
ー

研
究
の

問

題
意

識
を
軽
視
す
る

こ

と

な

く
、

こ

の

重
要

性
を

次
世
代
の

研
究
者
に

説

い

て

い

く
こ

と

が

必
要
と

い

え

る
。

　

さ
ら
に、

代
表
的
な
フ
ェ

ミ
ニ

ス

ト

神
学
で

あ
る

エ

リ

ザ

ベ

ス

・

シ

ュ

ス

ラ

ー
H

フ

ィ

オ
レ

ン

ツ

ア

は
、

研
究

者
は

二

つ

の

ホ

ー
ム

を

持
つ

べ

き

で

あ
る

と

述
べ

て

い

る
。

こ

れ
は、

ア

カ

デ
ミ

ー

内
で

の

議
論
と

、

現
代

の

女
性
の

政
治

社
会
的
苦
闘
の

両

方
に

応
答
責
任
が

あ
る

こ

と

を

研
究
者

は

自
覚
す
る
べ

き
だ

、

と

い

う
意
味
で

あ
る

。

研
究
者
が

排
除
さ

れ

て

い

る
人
々

を

代
弁
す
る

の

で

は

な

く
、

そ
の

人
々

が

語
る
こ

と

の

出
来
る

場

を
広
げ
る

よ

う
に

協

働
す
る

こ

と

は
、

フ

ェ

ミ
ニ

ス

ト
人
類

学
な
ど
フ

ェ

ミ

ニ

ス

ト
リ

サ
ー

チ
の

基

本
理

念
で

あ
る
。

研

究
者
が

ど

の

よ
う
な

社
会

的
特
権
を

持
つ

の

か

自
ら

の

立
ち

位
置
に

向
き

合
い
、

と

も
に

解
放
を

支

え

る

語
り
を

形
作
っ

て

い

く
こ

と
が
必

要
で

あ
る

。

イ
ス

ラ

ー

ム

言
説
の

利
用
と

法
識
字

　

−
女
性

説
教
師
を

事
例
と

し

て

ー嶺

崎

寛

　
子

　
本
発
表
の

目

的
は

、

イ
ス

ラ

ー

ム

言
説
の

利

用
に

お

け
る

ジ

ェ

ン

ダ
ー

に

つ

い

て
、

カ

イ
ロ

と
、

カ

イ
ロ

近

郊
農
村
で

活
躍
す
る

二

人
の

無
名
女

性
説

教
師
と

そ
の

勉
強
会
を
事
例
に、

権
威
と

法

識
字
と

い

う
概
念
を

用

い

て

検
討

す
る

こ

と

で

あ
る

。

　
近
年
エ

ジ
プ

ト
で

は、

衛
星

放
送
等
の

メ

デ
ィ

ア

の

発
達
、

女
性
の

識

字
率
向
上

等
を
背
景
に
、

イ
ス

ラ

ー
ム

が

広
い

裾
野
を

持
つ

よ

う
に

な
っ

た
。

ク
ル

ア

ー
ン

や
ハ

デ
ィ

ー

ス

（
預
言

者
の

言
行
録
で

法

規
範
と

な

る
）

と

い

っ

た

原
典
ヘ

ア

ク

セ

ス

で

き

る

層
が

増
加
し
た

結

果、

イ
ス

ラ

ー

ム

法
の

再

解
釈
も

積
極
的
に

行
わ

れ

て

い

る
。

女
性
の

説
法
師
や

ウ
ラ

マ

ー
が

出
現、

活
躍
す
る

等
、

イ

ス

ラ

ー

ム

の

知
の

体
系
の

担
い

手
も
多

様
化
し

つ

つ

あ
る

。

イ

ス

ラ

ー

ム

の

知
の

体
系
お

よ
び

知
の

受
容
の

あ
り

方
が、

グ
ロ

ー
バ

ル

化
や

識
字
率
の

上

昇
等
に

よ
っ

て

再
編
過
程
に

あ
る

こ

と

は

非
常
に

重
要
で

あ
る

。

マ

フ

ム

ー

ド
が

指
摘
す
る

よ

う
に

、

女
性

に

よ

る
イ

ス

ラ
ー

ム

言
説
は

そ

の

中
で

も
周
辺

化
さ

れ
て

き

た

【

冨

聾・

厳
ooF

卜。

OO

巳
。

し
か

し

そ

れ

は、

必

ず
し

も
マ

イ
ナ
ス

の

意
味
の

み

を

持
つ

の

で

は

な
い

。

　
カ

イ
ロ

の

女
性
説
教

師
と

そ
の

勉
強
会
参
加
者
は、

女

性
の

み

で

閉
じ

ら

れ
た
勉

強
会
空
間
を
逆
手
に

と

り、

そ
こ

で

シ

ャ

リ
ー

ア
の

解
釈
変
更

を
す
る

な
ど

し
て、

「

女

性
の、

女

性
に

よ

る、

女

性
の

た

め

の
」

イ

ス

ラ

ー
ム

言

説
を

創
出
し
て

い

た
。

参
加
者
た

ち
が

積
極
的
に

説
教
師
と

交

渉
で

き
る

勉
強
会
と

い

う
場
は、

彼
女
た
ち

の

イ
ス

ラ

ー

ム

に

か

か

る

法

識
字
を
育
て、

イ
ス

ラ

ー
ム

言
説
の

「

カ

ス

タ

マ

イ
ズ

化
」

へ

の

道
を

開

き

つ

つ

あ
っ

た
。

　
カ

イ
ロ

近

郊
農
村
の

女
性
説
教
師
は
、

イ

ス

ラ

ー
ム

が
女

性
に

保
証
し

て

い

る

権
利
に

つ

い

て
、

勉
強
会
を

通
じ

て

啓
蒙
活
動
を

行
っ

て

い

た
。

そ
れ
は

結
果
的
に、

日

常
レ

ヴ
ェ

ル

に

お

い

て

参
加
者
た
ち

が

直
面
す

る

様
々

な

抑
圧
や
生
き
に

く
さ

に

対
し

、

イ
ス

ラ

ー

ム

を

資
源
と

し
て

対
抗

す
る

方
法
を
授
け
る

こ

と

に

も

な
っ

て

い

た
。

彼
女
た

ち

は
イ
ス

ラ

ー

ム

言
説
を
創

出
す
る

だ
け

の

法
識
字
は

持
た

な

い

も
の

の、

イ
ス

ラ

ー

ム

言

説
を
用
い

て

抑
圧
的
な

慣
習
と

交
渉
し、

自

分
た
ち

を
取
り
巻
く
身
近
な
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パ ネ ル

状
況
を

変
化
さ

せ

て

い

た
。

　
こ

れ
ら

の

動
き

は
、

一
、

シ

ャ

リ
ー
ア
の

法
規
範
や、

そ

の

内
包
す
る

ジ
ェ

ン

ダ

ー
規
範
と

い

う

資
源
を

、

女

性
た
ち

が

効
果
的
に

動
員
す
る

力

を
つ

け
つ

つ

あ
る

こ

と、

二
、

彼
女
た
ち

が

行
為
者
と

し

て

イ
ス

ラ

ー

ム

言
説
に

積
極
的
に

関
わ
っ

て

い

る

こ

と

の

二

点
を

示

し
て

い

る
。

た

だ

し
、

イ
ス

ラ

ー

ム

言
説
を

使
い

こ

な

す
程

度
に

は
、

彼
女
た

ち
の

法
識
字

に

よ

っ

て

明
ら
か

な

差
異
が

見
ら

れ
た

。

　
一

九
六
一

年
に

ス

ン

ナ

派
最
高
学
府、

ア

ズ
ハ

ル

大
学
が

女

性
の

入

学

を

認
め

て

以
降、

女
性
た
ち

に

も

イ
ス

ラ

ー
ム

の

知
の

体
系
に

参
入
す
る

道
が

開
か

れ
た

。

現
在
は
イ
ス

ラ

ー

ム

言
説
の

ア

ク

セ

ス

に

（
少
な
く
と

も

構
造
上）

ジ
ェ

ン

ダ
ー

差
が
な
い

点
は

重
要
で

あ
る

。

現
在
は

そ
の

解

釈
が

正

統
性
を

持
つ

か
ど
う
か

が
、

言
説
空
問
で

争
わ

れ

て

い

る
。

説
教

師
た

ち

が

そ

の

ジ
ェ

ン

ダ
ー

ゆ
え
に

排
除
さ
れ
る

と
い

う
危
険
性
を
自
覚

し

つ

つ
、

積
極
的
に

イ
ス

ラ

ー
ム

の

知
の

体
系
に

参

入
し

よ

う
と

す
る

の

は
、

正

統
な

手
続
き

を
経
る

こ

と

に

よ

り、

自
己
の

言
説
に

権
威
を
持
た

せ

る

た
め

で

あ
る

。

権
威
獲
得
の

た
め

に

は
、

正

規
の

イ

ス

ラ

ー
ム

教

育

お

よ

び
そ

れ
に

よ

る

イ
ス

ラ

ー
ム

に

か

か

る

法
識
字
の

獲
得
が

必
須
な

の

で

あ
る

。

そ
こ

に

こ

そ
、

敬
虔
で

あ
る

こ

と

と

女
性
で

あ
る

こ

と

を
と

も

に

肯
定
す

る、

彼
女
た
ち
の

試
み

と
そ

の

豊
か

な

可

能
性
が

孕
ま

れ
て

い

る
。

参

考
　
嶺
崎
寛
子
「

イ
ス

ラ

ー

ム

言
説
に

み

る
ジ
ェ

ン

ダ
ー

戦
略
と

権
威
」

（
『

ジ
ェ

ン

ダ
ー

研
究
』

＝
一

号、

二

〇
〇
九

年）
、

七

七

−
九
一

頁
。

ア

ジ

ア
に

お

け
る

キ

リ
ス

ト

教
と

　
　

脱
植
民
地
主
義
の

課
題

香

山

洋

人

　

韓
国
の

民
衆
神
学
は

西
欧
的
キ

リ
ス

ト
教
の

枠
組
み

に

依
拠
せ

ず、

朝

鮮
の

民
衆
的
伝
統、

物
語

、

事
件
に

注
目
し

そ
れ
を
典
拠
と

し

た
新
し
い

ア

ジ

ア
の

キ

リ
ス

ト

教

理

解
で

あ
る

。

安
炳
茂
は

民

主
化

運
動
へ

の

参

加、

民
衆
と

の

連
帯、

事
件
へ

の

参
与
を
通
し

て

現
場
か

ら

神
学
を

再
構

築
し

た
。

イ

エ

ス

事
件
の

「

福
音
」

の

伝
承

母
体
は

民

衆
で

あ
る

と

し
、

「

う
わ
さ
・

流
言
蜚
語
」

が

福
音
伝
承
の

メ

デ
ィ

ア

で

あ
っ

た
と

論
じ
た

彼
の

神
学
は、

そ

う
し

た

「

民
衆
へ

の

回
心
」

の

結
実
で

あ
っ

た
。

し

か

し
、

欧
米

神
学
中
心
の

「

普
遍
主

義
」

を

告
発
し
つ

つ

も、

第
一

世

代
民

衆
神
学
は

自
ら

の

中
に

あ
る

男
性
中
心
の

「

普
遍
主

義
」

、

民

衆
事
件
や

物
語
の

中
に

あ
る

男
性
中
心
主
義

的
な

権
力

作
用
を
相
対
化
す
る

こ

と

は

で

き
な
か

っ

た
。

　

第
一

世
代
の

民

衆
神

学
は

、

」

九
七
〇
年
の

「

全
泰
壱
焼
身
事
件
」

を

取
り
上

げ
つ

つ
、

過
酷
な

労
働
現
場
に

お

け
る

女
子
労
働
者
の

問
題
に

は

着
目
し
な
か

っ

た
。

し
か

し、

バ

ー
ゲ
ン
・

ク

ー

に

よ

れ

ば
、

韓
国
の

労

働
運

動
の

始
ま
り
は
実
に

七

〇
年
代
の

女
性
労
働
者
の

覚
醒
に

あ
る

。

第

一

世
代
の

民
衆
神
学
は
一

九
七
六

年
の

「

東
一

紡
績
」

事
件
で

露
呈
さ

れ

る

労

働
組
合
に

お

け
る

家
父

長
的
暴
力
に

言
及
せ

ず、

民
族
主
義
的
な

正

統
性
を

持
つ

事
件
〔
「

東
学

農
民

革
命
」

、

「

三
一

独
立
運

動
」 、

「

四
・
］

九
学
生
革
命
」）

や、

「

英
雄
」

に

よ

る

義
挙
（
全
泰
壱
事
件
の

他
、

民
主
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